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【工区・塗装】‐【工区】、【建方】、【塗装】、

【分類】、【出荷】でも、グループと同様に設

定を行い、部材に割り当てると、絞り込んで

加工図や帳表を出力することが出来ます。 

グループ入力した部材は、 

グループ設定で選択した色に

変わります。 

今回は緑色に変わります。 

 

 

 

梁を追加・修正後、【工区・塗装】‐【グループ】‐【設定】をクリックします。 

グループ設定画面で追加をクリックし、名称と色を設定し OK をクリックします。 

       

 

【グループ】‐【入力】をクリックします。 

画面右側で作成したグループを選択し、追加・修正した梁をクリックして割り当てます。 

     

 

【加工図・型紙・帳表】‐【加工指示書】をクリックし、出力したい加工指示書を選択します。 

画面左側【絞り込み】‐【グループ】で追加・修正した梁に割り当てたグループ名にのみチェックを付けて 

出力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

グループ設定をして絞り込み、出力を行います。 
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【加工図・型紙・帳票】‐【加工指示書】を選択し、出力する加工指示書を選択します。 

 

 

 

 

 

 

【オプション】‐【表示項目切換】を選択し、 

【縮尺】にチェックを入れて OK すると 

縮尺が一覧の項目に表示されます。 

縮尺の値を入力することで、 

加工指示書の縮尺を指定することが出来ます。 

０の場合は、自動で図枠に納まるよう作図をします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

縮尺を入力することで、指定値で出力されます。 

 

一括で縮尺を変更する場合 

 

No の上でクリックをして、 

全体を選択後に画面上で右クリックします。 

 【一括変更】を選択し縮尺を入力、 

OK をクリックしてください。 
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中間穴の作図 

 

1-しない…中間穴の作図をしません    

 

2-する…中間穴のないものは 1-しないと 

同等の作図がされます 

 

3-する（全て）…中間穴の有無に関わらず 

2-すると同等の作図されます 

※全て実寸（全長）作図になります 

 

 

 

※全て実寸（全長）作図になります 

 

つか 

 

 

【加工図・型紙・帳表】‐【加工指示書】を開きます。 

【切断孔明】を選択した状態で【ファイル】‐ 

【使用する用紙ファイル編集】をクリックします。 

 

 

 

使用したい雛形ファイルを選択し、57）中間穴の作図にて【2-する】もしくは【3-する（全て）】を選択します。 

 

【別名で登録】をクリックし、名前を付けて雛形ファイルを保存、使用する用紙ファイル編集を終了します。 

 

 

 

 

【ファイル】‐【パラメーター】を 

クリックし、加工図パラメーターを 

開きます。 

 

 

 

1）使用する用紙ファイルより、先ほど別名で登録した雛形フ

ァイルを選択、パラメーターを保存して終了します。 

 

切断孔明加工指示書を出力すると、支持ガセットや穴セットで指定した中間加工の孔が作図されるようになります。 

使用する用紙ファイル編集より中間穴を作図させることが可能です。 
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 パラメーターは仕口加工指示書出力画面内のファイルからも開くことができます。 

 加工指示書出力画面からパラメーターを開いた場合は加工指示書関連のパラメーターのみ表示されます。 

 

 

 

 

 

【ファイル】‐【パラメーター】 をクリックします。 

【加工図作成】‐ 【24.仕口加工指示書-柱詳細図】‐ 3）ブラケット符号 の  をクリックし、 

ブラケット符号設定画面で『鋼材符号名（#2）』 に設定してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「パラメーター」で設定ができます。 
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柱梁加工指示書の鋼材符号名の左側（階高名称の右側）に 1～4 の番号が表示されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これはパラメータで設定されている方位の番号です。 

【作図パラメータ】‐【図面作成】‐【2.マーク・寸法線】‐5）方位記号 北～8）方位記号 東 で設定します。 

パラメーターの初期値は、北→2、西→3、南→4、東→1 です。 

日本語やアルファベットにも書き換えも可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

番号で方位を示しています。 

方位記号は、ブラケットの符号名として使用することもできます。 
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              左図「SJCutOffR_PatarnC1_NoBolt.F5」の場合 

 【Arris3】-【図面読込】より使用している用紙ファイルを読み込みます。 

  ファイル保存場所は通常 C または D ドライブ内の 

    SFSystem￥SFREAL4￥Master￥LNL-Kako￥となります。 

              

 

 

 

 

 

                              【表示】-   【要素照会】で、 

『DIMTEXT』をクリックして 

      【高さ】【幅】を変更します。 

 

 

 

 

 

 

【ファイル】-【名前を付けて図面を登録】で用紙ファイルを保存します。 

ファイル名は「SJCutOffR**.F5」で固定になりますので、「SJCutOffR」以降に追加で名称を入力して下さい。 

現在使用している用紙ファイルの確認および使用する用紙ファイルを変更する場合は、【作図パラメーター】-【加

工図作成】-【20.切断孔明加工指示書】→１）使用する用紙ファイル で選択して下さい。 

   

 

 

 

 

 

 

                              

                              上記と同様に、使用している用紙ファイルを 

Arris３で読み込み、【要素照会】で 

No 欄内にある『/NDI』をクリックし、 

【高さ】【幅】を変更します。 

加工指示書の用紙ファイルを Arris3で変更すれば可能です。 

変更した用紙ファイルを常に使用したい場合は、共通パラメーターに保存して下さい。 

                             

 

加工指示書の用紙ファイルを Arris3で変更すれば可能です。 
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Ver3.30.10 2023/11 

 

 

つか 

 

 

【ファイル】-【パラメーター】をクリックします。 

【データ作成】-【37．柱、梁作成関連】-29）垂直ハンチプレート展開 ビルド材 の設定を 

『4-プレート展開』に設定しパラメーターを保存します。 

 

【加工図・型紙・帳表】-【加工指示書】をクリックします。        ＜パラメーター設定後＞ 

【展開材】をクリックし加工図を出力してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

パラメーターで設定することが出来ます。 

ハンチ部分に三角プレートの設定をしたい場合は 

パラメーターの設定【データ作成】-【37．柱、梁作成関連】 

28）垂直ハンチプレート展開 ロール材、 

29）垂直ハンチプレート展開 ビルド材 の設定を 

『2．鋼材・三角プレート展開』もしくは 

『3．鋼材・プレート 2 枚展開』に設定して頂き、ウェブ 

切り込み位置の設定は 30）鋼材・三角プレート位置(mm)、 

31）鋼材・プレート 2 枚位置(mm)で設定を行ってください。 

部材材種が BH の場合、 

マスター登録時にプレート展開部材

の設定をすることができ、 

『1-パラメーター参照』以外の設定 

をする場合はマスターの設定を 

優先し展開方法が決まります。 
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初期設定では『SJBrSheetR.F5』になっています。 

SJBrSheetR.F5 は、右に傾いているものと、左に傾いているものを分けて出力する形式ファイルです。 

                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【作図パラメーター】 

加工図作成‐27.ブレース加工指示書‐1）使用する用紙ファイル を『SJBrSheetR_NoDirection.F5』に 

変更して下さい。 

 

 

        SJBrSheetR.F5  

パラメーターで使用ファイルの変更ができます。 

 

 

SJBrSheetR_NoDirection.F5 
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【36.ボルト図サイズ】を１から 2 へ変更した場合、半径２で作図していたものは半径４で作図されます。 

作図したボルトの絵の中心位置は変わらないため、作図を大きくするとボルト図が重なる場合があります。 

 

 

 

今回は、胴縁加工図の用紙ファイルを編集します。 

【加工図・型紙・帳票】‐【母屋胴縁加工図】をクリックします。 

 

 

 

 

【ファイル】‐【使用する用紙ファイルの編集】を選択します。 

使用する用紙ファイル編集画面が起動します。一番上のプルダウンより編集する用紙ファイルを選択します。 

 

【簡略作図】‐【36.ボルト図サイズ】を変更します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別名で登録をクリックし、ファイル名を入力して OK をクリックして保存します。 

胴縁加工図を出力する際に、新しく登録したファイルを選択して出力を行ってください。 

 

使用する用紙ファイルの編集で可能です。 
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型紙の符号（型紙図番）をつけないと出力できません。 

型紙に符号（型紙図番）をつけるには、【符号管理】‐【型紙】を行って下さい。 

   

   

【符号を一括でつけるには】・・・「スタート」タブより、「符号一括作成」をクリックし、 

「自動設定符号名ルール」よりルールを選択し「OK」をクリック 

                   クリック 

   

   

【自動設定符号名ルール】より 

『パラメータ』を選択すると、

REAL4 入力画面内の【ファイル】

‐【パラメータ】‐【データ作成関

連】‐【型紙作成関連】‐各指定フ

ラグ/図番より、柱付ガセットは

C-1 から、大梁付ガセットはG-1

から付けたい など接頭文字を指

定し、まとめてつけることが 

可能です。 

        

【個別に付けたい場合は】・・・「ガセット」などの各タブを開き、「符号名設定」をクリックし、 

画面左側の絞込より、区分や階・工区ごとに分けての設定も可能です 

   

   各型紙が使用されている位置を知りたい場合は「位置」や 

「３D ビューア」で確認できます        
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【加工図・型紙・帳票】-【型紙取合】をクリックします。 

型紙に表記されている項目を変更する場合 

【オプション】-【型紙文字レイアウト】をクリックします。 

 

 

 

【自動生成型紙文字列レイアウト】 

型紙内に表示させたい内容を「使用可能変数」から 

組み合わせて下さい。 

右図の例では 1 行目に「#2」と設定したので 

「工事略称」（工事管理で設定したもの）が表記されます。 

同様に必要な行数分の設定をしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

型紙の線色を変更したい場合 

【オプション】-【色の設定】をクリックします。 

 

それぞれの項目で、任意の線色に変更できます。 

 

型紙取合の画面で変更できます。 

「#8＝ボルト情報」で 

ボルト径が表示するかキリ径が表示するかは 

【工事別ボルトマスタ】-【キリ径・呼び径】 

の設定に依存します。 

 

型紙取合後に設定を変更した場合、 

再度型紙出力から行わないと反映しません。 
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～大梁に取りつく母屋ピースのボルトのみ集計したい場合～ 

管理資料パラメーター - 帳表パラメーター - 胴縁･母屋ボルト算入方法＝「2-ピース」にして上書き

保存で閉じます。 絞込対象種類で、大梁と母屋接続ピース、母屋支持ピースに☑を入れると、大梁に

つくピースのボルトだけを集計してきます。 

                             

 

 

 

例）母屋として使用した鋼材のみ集計表に出力したい。 

【加工図･型紙･帳票】‐【管理資料】 - 【集計表】の集計表をクリックします。 

部位絞り込みで、鋼材種類の入替えをクリックして☑を全て外し、母屋のみ☑を入れます。 

型紙・部品種類、穴、ボルト種類の入替えをクリックして☑を全て外し出力すると、母屋鋼材のみ出力されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例）母屋に使用している中ボルトのみ集計表に出力したい。 

部位絞り込みの鋼材種類、型紙・部品種類、穴、ボルト種類の入替えをクリックして☑を全て外します。 

ボルト種類で中ボルトのみ☑を入れます。  絞込対象種類で、母屋・母屋コーナーピース・母屋接続ピース・ 

母屋支持ピースに☑を入れて出力すると、母屋に使用したボルトのみ出力されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

チェックボタン☑ で部材ごとに絞込ができます。 
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帳票内の工区の項目自体が不要な場合、

【発注書】‐【発注明細書（ボルト用）】を

選択した状態で【レイアウト】‐｛項目設

定｝をクリックすると、項目の表示/非表示

の設定ができます。 

チェックを外すと、項目自体が発注書から

削除されます。 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【加工図・帳票・型紙】‐【発注書】‐【パラメーター】をクリックします。 

【発注書】‐【37.発注明細書（ボルト用）】‐ 2.）工区名集約 を『1.しない』 にします。 

【共通】‐【1.帳票パラメーター】‐ 12）.工区参照 を『1.なし』 にします。 

パラメーターを保存し、再度ボルト発注書を出力してください。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

パラメーターで設定できます。 

 

 

 



REAL4[加工図・型紙・帳票] 

Ver2.40.02 2019/11 

 

【プレビュー】で確認したレイアウトをそのまま印刷や Excel 出力・CSV 出力することができます。 

（帳票によっては、【印刷】、【Excel 出力】に対応していないものもあります） 

工区ごとの重量は、絞り込みで必要な工区に☑を入れ、他の帳票でも確認することができます。。 

 

 

 

【加工図・型紙・帳票】‐【管理資料】をクリックします。 

 

【その他】‐【出荷表】を選択し、【プレビュー】をクリックします。出荷表の 1 ページ目で確認できます。 

 

 

 

 

 

 

 

管理資料で確認できます。 
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Arris3 を起動すると、図面読込の画面が起動します。 

コラム発注書のテンプレート SJcolumnR.F5 を開きます。 

SFSystem\SF REAL4\Master\LNL-Chart\Template\SJcolumnR.F5 

 

【表示】‐【要素照会】をクリックして、図面上の/MATS:15:-7 の文字列をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文字の欄を/FUGS:15:-7 に書き換え、適用ボタンをクリックします。 

同様に、部材名と書かれている部分も符号名に書き換えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

テンプレートファイルを Arris3で編集すると可能です。 

Ver2.0 以降、他バージョンとの併用が可能なため、 

併用している場合は各バージョンでフォルダーが異なります。 

各 SF RERAL4 フォルダー内のファイルを書き換えてください。 
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C ドライブ内の SFSystem\SF REAL4\Master\LNL-Chart\Template 内にある 

【発注書テンプレートキー.xls】では、コラム発注書で使用しているテンプレートファイルが確認できます。 

   

また、コラム発注書のテンプレートファイルで追加・変更できる項目に対応するキーが確認できます。 

   

Excel のシートの切り替えをすることによって各発注書のテンプレートファイルやキーを確認できます。 

 

 

 

 

SF Arris4 を起動し、コラム発注書のテンプレートファイル（SJcolumnR.F5）を編集します。 

【ファイル】-【図面読込み】より使用している用紙ファイルを読み込みます。 

ファイルの保存場所は C ドライブ（REAL4 のインストール先のドライブ）内の 

SFSystem\SF REAL4\Master\LNL-Chart\Template となります。 

 

【図面】-【文字置換】をクリックします。図面上の/MATS:15:-7 の文字列をクリックします。 

    

入力シート欄に、/FUGS:15:-7 と入力し四隅の☑ をクリックして文字を置き換えます。 

 

同様に部材名と書かれている部分も符号名に置き換え、テンプレートファイルを上書き保存します。 

         

 

 

 

 

テンプレートファイルを Arris4で編集すると可能です。 
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デッキプレートのサイズが板厚×縦×横のマスターの場合・・・延べ面積 を表示します。 

例）材種 CD 136-ノンスリップ鋼板  

 

 

 

 

デッキプレート台数は、デッキ範囲の幅÷デッキプレート 1 枚あたりの幅 で求めます。 

表面積は、単位表面積×長さ×台数 で求めます。 

  デッキ範囲の幅 7000 ÷ デッキプレート 1 枚あたりの幅 914 ＝ 7.658・・・→ 8 台 

単位表面積 3.3434 × 敷き込み方向 長さ 9333.3 × 台数 8 ＝ 249639.6÷1000 ＝ 249.6 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

デッキプレートのサイズが板厚のマスターの場合・・実面積 を表示します。 

例）材種 CD 131-床用鋼板 

 

 

 

 

デッキプレート配置時に囲んだ領域の実面積 57.2 ㎡ を表示します。 

実面積は、【二次部材】-【デッキプレート】-【デッキプレート面積】で確認ができます。 

 

 

 

デッキプレートの種類によって異なります。 

単位表面積は 

共通部材マスター － 部材マスターで確認できます。 

延べ面積は、 

デッキプレートの波型をフラットにした状態です。 

 敷き込み方向はデッキプレート入力時に設定します。 

7000（幅） 

9333.3(敷き込み方向) 
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 【レイアウト】設定では、表示する項目以外にも順番の入替やタイトルなどの変更も行えます 

                       

 

 

 

 

※順番を入れ替えるには、移動する項目を一旦クリックしてから、【左へ移動】または【右へ移動】にて 

調整が可能です。 

です。 

調整 

   

                          

 

 

 

        

出力したい帳票を選択し、【レイアウト】 をクリックします。 

  (例)集計表 

                                  

 

 

 

 

 

 

   【項目設定】をクリックし、追加したい項目に ☑  を入れ、【OK】をクリック                       

                               (例)「符号」を追加 

 

 

 

 

 

 

 

 

【プレビュー】【印刷】【CSV 出力】にて追加・変更した項目が反映されます（Excel 出力には反映されません） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

レイアウトにて表示させる項目の設定が可能です。 
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印刷・CSV 出力・Excel 出力でも追加した項目の確認が可能です。 

帳表によっては Excel 出力未対応ですのでご注意ください。 

 

項目を追加したことにより、用紙サイズからはみ出す場合があります。 

【レイアウト】で不要な項目のチェックを外すか、各項目の幅サイズ等を変更して調整してください。 

         

 

 

 

【加工図・型紙・帳票】‐【管理資料】を開き、【溶接】タブの『符号別溶接集計表』を選択します。 

【レイアウト】をクリックし、【項目設定】をクリックして【検査箇所】に☑を入れ、【OK】をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【プレビュー】をクリックすると、符号別溶接集計表のプレビューを表示します。 

【検査箇所】が追加されたことを確認します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

管理資料の符号別溶接集計表で確認できます。 
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【加工図・型紙・帳票】‐【発注書】をクリックします。 

 

 

 

 

 

帳票選択より【プレート発注書】を 

選択し、【Excel 出力】をクリックして 

プレート発注書を出力します。 

 

 

 

 

 

【Excel 開く】をクリックし、出力された発注書を確認します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発注書より出力することができます。 

プレート発注書は F5・F6x などの図面形式で

も出力が可能です。【出力】よりファイル形式

を指定して、OK をクリックし出力します。                             

発注書ではガセットのみや

工区別など絞り込んで出力

することが可能です。 

絞り込みの使い方について

は、Q＆A『発注書を工区別

や階別に出力したい！』

（Q&A Vol.7-3）をご確認

ください。                          

【加工図・型紙・帳票】‐【型紙出力】にて型紙を出力す

る際に、ダイアフラムのみ、板厚 6mm のガセットのみ、   

など絞り込んだ状態のファイルを作成しておくことで、 

『プレート発注書』出力時に「型紙出力ファイル指定」で  

型紙出力時に絞り込んだ状態でプレート発注書を出力する

ことが可能です。 

プレート発注書出力時に改めて絞り込み指定をせずに出力

することができます。 


